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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の無線端末に対してデータを配信するサービスを行う移動体通信システムであって
、
　第１の無線基地局制御局と、
　第２の無線基地局制御局と、
　前記第１の無線基地局制御局と前記第２の無線基地局制御局とを結ぶネットワークとを
含み、
　前記無線端末のうちの１つの管理権を前記第１の無線基地局制御局から前記第２の無線
基地局制御局に移す場合、前記無線端末のうちの１つに対する前記サービスの情報が前記
第１の無線基地局制御局から前記第２の無線基地局制御局に転送される移動体通信システ
ムであり、
　前記サービスは、ＭＢＭＳ（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｍｕｌｔｉ
ｃａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）であり、前記ネットワークは、ＳＧＳＮ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　
ＧＰＲＳ（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）Ｓｕｐｐｏｒ
ｔ　Ｎｏｄｅ）を含み、
　前記管理権を前記第１の無線基地局制御局から前記第２の無線基地局制御局に移すため
のリロケーション処理の開始時に、前記情報が前記第１の無線基地局制御局から前記第２
の無線基地局制御局に転送され、
　前記情報は、前記ＳＧＳＮを経由して前記第１の無線基地局制御局から前記第２の無線



(2) JP 4552736 B2 2010.9.29

10

20

30

40

50

基地局制御局に、Ｒｅｌｏｃａｔｉｏｎ　ＲｅｑｕｉｒｅｄメッセージとＲｅｌｏｃａｔ
ｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージとを使って転送され、
　前記情報は、ＭＢＭＳサービス識別子と、ＩＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ
）マルチキャストアドレスと、ＡＰＮ（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ　Ｎａｍｅ）とを含み
、
　前記ＳＧＳＮは、前記情報についてトランスペアレントであることを特徴とする移動体
通信システム。
【請求項２】
　前記第２の無線基地局制御局は、ＭＢＭＳ　Ｃｏｎｔｅｘｔを生成することを特徴とす
る請求項１記載の移動体通信システム。
【請求項３】
　前記第２の無線基地局制御局は、ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔの中にあるＭＢＭＳ　ＵＥ（Ｕ
ｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｉｎｆｏを生成することを特徴とする請
求項１または２記載の移動体通信システム。
【請求項４】
　前記第２の無線基地局制御局は、前記無線端末のうちの１つの、ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ
の中にあるＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）Ｓｔａｔｅに応じ
て、専用チャネルまたは共通チャネルで、ＭＢＭＳ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎメッセー
ジを送信することを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載の移動体通信システム。
【請求項５】
　前記第２の無線基地局制御局は、ＭＢＭＳ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃｏｎｔｅｘｔの中にあ
る前記無線端末のうちの１つのＩＭＳＩ（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　
Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ）を使って前記ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔを検索す
ることを特徴とする請求項４記載の移動体通信システム。
【請求項６】
　複数の無線端末に対してデータを配信するサービスを行う移動体通信システムにおける
データ配信サービスの制御方法であって、
　前記無線端末のうちの１つの管理権を、第１の無線基地局制御局から、ネットワークを
介して前記第１の無線基地局制御局に接続されている第２の無線基地局制御局に移すステ
ップと、
　前記無線端末のうちの１つに対する前記サービスの情報を第１の無線基地局制御局から
第２の無線基地局制御局に転送するステップとを含み、
　前記サービスは、ＭＢＭＳ（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｍｕｌｔｉ
ｃａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）であり、前記ネットワークは、ＳＧＳＮ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　
ＧＰＲＳ（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）Ｓｕｐｐｏｒ
ｔ　Ｎｏｄｅ）を含み、
　前記管理権を前記第１の無線基地局制御局から前記第２の無線基地局制御局に移すため
のリロケーション処理の開始時に、前記情報を前記第１の無線基地局制御局から前記第２
の無線基地局制御局に転送するステップをさらに含み、
　前記情報は、前記ＳＧＳＮを経由して前記第１の無線基地局制御局から前記第２の無線
基地局制御局に、Ｒｅｌｏｃａｔｉｏｎ　ＲｅｑｕｉｒｅｄメッセージとＲｅｌｏｃａｔ
ｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージとを使って転送され、
　前記情報は、ＭＢＭＳサービス識別子と、ＩＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ
）マルチキャストアドレスと、ＡＰＮ（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ　Ｎａｍｅ）とを含み
、
　前記ＳＧＳＮは、前記情報についてトランスペアレントであることを特徴とするデータ
配信サービスの制御方法。
【請求項７】
　前記第２の無線基地局制御局は、ＭＢＭＳ　Ｃｏｎｔｅｘｔを生成することを特徴とす
る請求項６記載のデータ配信サービスの制御方法。
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【請求項８】
　前記第２の無線基地局制御局は、ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔの中にあるＭＢＭＳ　ＵＥ（Ｕ
ｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｉｎｆｏを生成することを特徴とする請
求項６または７記載のデータ配信サービスの制御方法。
【請求項９】
　前記第２の無線基地局制御局は、前記無線端末のうちの１つの、ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ
の中にあるＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）Ｓｔａｔｅに応じ
て、専用チャネルまたは共通チャネルで、ＭＢＭＳ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎメッセー
ジを送信することを特徴とする請求項６から８のいずれかに記載のデータ配信サービスの
制御方法。
【請求項１０】
　前記第２の無線基地局制御局は、ＭＢＭＳ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃｏｎｔｅｘｔの中にあ
る前記無線端末のうちの１つのＩＭＳＩ（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　
Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ）を使って前記ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔを検索す
ることを特徴とする請求項９記載のデータ配信サービスの制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は移動体通信システム及びそれに用いるデータ配信サービスの制御方法に関し、
特に移動体通信システムに用いられるマルチキャスト（ＭＢＭＳ：Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ
　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）サービスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　移動体通信システムのマルチキャストはＭＢＭＳと称されており、セルに在圏している
無線端末（ＵＥ：Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｍｔ）に対して、同一のコンテンツデータを
配信する機能である。
【０００３】
　このＭＢＭＳ機能における無線基地局制御局（ＲＮＣ：Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　
Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）は、セルに在圏し、ＭＢＭＳサービスにジョインし、コンテンツ
データを受信する予定の無線端末（ＵＥ：Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）の数を知るこ
とによって、コンテンツデータを当該セルで各無線端末に対して、ＰｔＰ（Ｐｏｉｎｔ　
ｔｏ　Ｐｏｉｎｔ）方式で転送するか、ＰｔＭ（Ｐｏｉｎｔ　ｔｏ　Ｍｕｌｔｉｐｏｉｎ
ｔ）方式で転送するかを決めている。
【０００４】
　すなわち、無線端末の数が予め無線基地局制御局内に設定してある閾値を上回ればＰｔ
Ｍ方式でコンテンツデータを転送し、逆に無線端末の数がその閾値を下回ればＰｔＰ方式
でコンテンツデータを転送する。
【０００５】
　ＰｔＰ方式で転送するということは無線上の個別チャネルで転送することを指し、Ｐｔ
Ｍ方式で転送するということは無線上の共通チャネルで転送することを指している。コン
テンツデータをＰｔＰ方式またはＰｔＭ方式のいずれの方式で転送するのかを無線端末の
数によって決めるのは、無線送信電力の節約を考慮したためである。
【０００６】
　無線基地局制御局が当該セル内の無線端末の数を知る方法としては、ＭＢＭＳ　Ｎｏｔ
ｉｆｉｃａｔｉｏｎというメッセージを送信し、そのＭＢＭＳ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏ
ｎメッセージに対して応答してきた無線端末の数をカウントする方法が採用されている　
（例えば、非特許文献１参照）。
【０００７】
　次に、無線基地局制御局のＭＢＭＳ制御処理について説明する。図４及び図５は無線基
地局制御局のメモリ内で記憶しているコンテキスト情報であり、図４に示すコンテキスト
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情報は「ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ」といい、図５に示すコンテキスト情報は「ＭＢＭＳ　Ｓ
ｅｒｖｉｃｅ　Ｃｏｎｔｅｘｔ」という。
【０００８】
　図４の「ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ」には、無線端末が通常の通信（音声通信やパケット通
信）時に、無線基地局制御局が無線端末を制御するための情報［ＩＭＳＩ（Ｉｎｔｅｒｎ
ａｔｉｏｎａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ：無線端末の
固定識別子）、ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）　Ｓｔａｔｅ
、ＲＡＢ（Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｂｅａｒｅｒ）　Ｉｎｆｏ、位置情報（無線端末
が位置するセル情報）等］が記憶されている。この「ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ」は、無線端
末がネットワークと通常の通信（音声通信やパケット通信）を開始する時に、無線基地局
制御局が生成するものである。
【０００９】
　図５の「ＭＢＭＳ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃｏｎｔｅｘｔ」はＭＢＭＳサービス毎に存在し
、無線基地局制御局がＭＢＭＳサービスを制御するための情報［ＩＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ
　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ａｄｄｒｅｓｓ（ＭＢＭＳサービスのコン
テンツデータを送出するサーバのＩＰアドレス），ＡＰＮ｛Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ　
Ｎａｍｅ：この例ではＧＧＳＮ（Ｇａｔｅｗａｙ　ＧＰＲＳ（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｐａｃｋ
ｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）　Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｎｏｄｅ）｝，ＭＢＭＳサービ
スＩＤ（ＭＢＭＳサービスの識別子），ＭＢＭＳ　ＲＡＢ　Ｉｎｆｏ（ＭＢＭＳサービス
のコンテンツデータを転送するためのＲＡＢ情報）等］及び該ＭＢＭＳサービスにジョイ
ンした無線端末のＩＭＳＩをセル毎に記憶する。
【００１０】
　この「ＭＢＭＳ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃｏｎｔｅｘｔ」はＳＧＳＮ（Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｇ
ＰＲＳ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｎｏｄｅ）からＳｅｓｓｉｏｎ　Ｓｔａｒｔメッセージ（図１
０のｅ１～ｅ１１参照）を受信した時に、無線基地局制御局が生成する。そのほか、無線
端末がＭＢＭＳサービスにジョインした後に、通常の通信（音声通信やパケット通信）を
開始する時にも、無線基地局制御局がこの「ＭＢＭＳ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃｏｎｔｅｘｔ
」を生成する。この時、図４に示すような「ＭＢＭＳ　ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｉｎｆｏ
」も生成し、「ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ」の中に記憶する。
【００１１】
　無線端末がＭＢＭＳサービスにジョインした後に、通常の通信（音声通信やパケット通
信）を開始する時にも、無線基地局制御局がこの「ＭＢＭＳ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃｏｎｔ
ｅｘｔ」を生成するのであれば、後に無線基地局制御局はＳＧＳＮからＳｅｓｓｉｏｎ　
Ｓｔａｒｔメッセージを受信する時、その時点において、該ＭＢＭＳサービスにジョイン
した無線端末の数を知ることができ、ＭＢＭＳサービスのコンテンツデータをＰｔＰ方式
で転送するのか、ＰｔＭ方式で転送するのかを決めることができる。
【００１２】
　無線基地局制御局がＳｅｓｓｉｏｎ　Ｓｔａｒｔメッセージを受信した後で、もうすぐ
ＭＢＭＳサービスのコンテンツデータが転送開始されることを通知するため、ＭＢＭＳ　
Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎメッセージを無線上の共通チャネルで送信する。
【００１３】
　また、無線端末はその状態によって、無線上の共通チャネルに送信されるＭＢＭＳ　Ｎ
ｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎメッセージを受信できないこともある。例えば、無線端末が個別
チャネルで通信中の場合、無線上の共通チャネルを受信することができない。この場合、
無線基地局制御局は図４に示す「ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ」の中にあるＲＲＣ　Ｓｔａｔｅ
を見て、無線端末が無線上の共通チャネルでＭＢＭＳ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎメッセ
ージを受信できない状態（例えば、個別チャネルで通信中の状態）であれば、個別チャネ
ルでＭＢＭＳ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎメッセージを無線端末に送信し、もうすぐＭＢ
ＭＳサービスのコンテンツデータが転送されることを通知する。
【００１４】
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　ネットワークと通信中の無線端末を管理している無線基地局制御局はサービング無線基
地局制御局（Ｓｅｒｖｉｎｇ　ＲＮＣ）といい、「ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ」をもって無線
端末の移動管理等を行う。
【００１５】
　無線端末がサービング無線基地局制御局のエリアから隣り合わせの無線基地局制御局の
エリアに移動した時、回線利用効率のため、サービング無線基地局制御局は無線端末の管
理権を移動先の無線基地局制御局に移すために、リロケーション（Ｒｅｌｏｃａｔｉｏｎ
）を実行する。
【００１６】
　リロケーションの手順を実行中に、サービング無線基地局制御局はリロケーション元の
無線基地局制御局となる。このリロケーション元の無線基地局制御局はソース無線基地局
制御局（Ｓｏｕｒｃｅ　ＲＮＣ）といい、リロケーション先の無線基地局制御局はターゲ
ット無線基地局制御局（Ｔａｒｇｅｔ　ＲＮＣ）という。
【００１７】
　リロケーションを実行した場合、現状のシステムの仕様だと、無線端末があるＭＢＭＳ
サービスにジョインしたにもかかわらず、無線端末がジョインしたＭＢＭＳサービスの関
連情報（図４の「ＭＢＭＳ　ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｉｎｆｏ」の情報）をソース無線基
地局制御局からリロケーション先のターゲット無線基地局制御局に通知しないようになっ
ているのである。
【００１８】
　具体的に、図２と図３と図１１とを参照して説明すると、無線端末はソース無線基地局
制御局のエリアでネットワークと通信中（図２に示す状態）に、あるＭＢＭＳサービスに
ジョインしたものとする。ソース無線基地局制御局は無線端末があるＭＢＭＳサービスに
ジョインする手順中に、無線端末がジョインしたＭＢＭＳサービスの関連情報をメモリに
記憶する（図４の「ＭＢＭＳ　ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ」が生成される）（図１１のｆ１）
。メモリに記憶するのは、上記のＰｔＰ方式かＰｔＭ方式かを決めるためでもある。
【００１９】
　無線端末がソース無線基地局制御局のエリアからターゲット無線基地局制御局のエリア
へと移動し、ソース無線基地局制御局がリロケーションの手順を実行すると決定したもの
とする（図１１のｆ２）。
【００２０】
　ソース無線基地局制御局はＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　ＲｅｑｕｉｒｅｄメッセージをＳＧ
ＳＮに送信し（図１１のｆ３）、ＳＧＳＮはＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッ
セージをターゲット無線基地局制御局に送信する（図１１のｆ４）。現状の仕様において
、この時、無線端末がジョインしたＭＢＭＳサービスの関連情報はターゲット無線基地局
制御局に転送されない。
【００２１】
　無線端末がジョインしたＭＢＭＳサービスの関連情報が転送されないので、ターゲット
無線基地局制御局における「ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ（図４参照）」の中に、「ＭＢＭＳ　
ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｉｎｆｏ」が存在しておらず、「ＭＢＭＳ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃ
ｏｎｔｅｘｔ（図５参照）」の中に、無線端末のＩＭＳＩが記憶されないのである（図１
１のｆ５～ｆ１３）。
【００２２】
【非特許文献１】“Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　
Ｓｅｒｖｉｃｅ”（３ＧＰＰ　ＴＳ２３．２４６　ｖｅｒｓｉｏｎ６．０．０　２００３
－０９）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２３】
　上述した従来のリロケーション手順では、その手順が終了した後（図３に示す状態）、
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無線端末がジョインしたＭＢＭＳサービスのコンテンツデータは転送が開始されることを
意味するＳｅｓｓｉｏｎ　Ｓｔａｒｔメッセージ（図１０参照）がＳＧＳＮから送られた
としても、ターゲット無線基地局制御局が、リロケーション中に無線端末がジョインした
ＭＢＭＳサービスの関連情報を知らないため、以下のことを行うことができない。
【００２４】
　（１）無線端末が該ＭＢＭＳサービスにジョインしたにもかかわらず、ターゲット無線
基地局制御局は無線端末がジョインしたＭＢＭＳサービスの関連情報を持っていないため
、ＭＢＭＳサービスのコンテンツデータの転送方式（ＰｔＰ方式か、ＰｔＭ方式か）を正
確に決めることができない。
【００２５】
　（２）ターゲット無線基地局制御局は、ＳＧＳＮからＳｅｓｓｉｏｎ　Ｓｔａｒｔメッ
セージ（図１０参照）を受信し、もうすぐＭＢＭＳサービスのコンテンツデータが転送さ
れることを通知するために、無線上の共通チャネルでＭＢＭＳ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏ
ｎメッセージを送信する。
【００２６】
　しかしながら、ターゲット無線基地局制御局は、無線端末がジョインしたＭＢＭＳサー
ビスの関連情報を持っていないため、例え無線端末がその時の状態で無線上の共通チャネ
ルを受信できないとしても、ＭＢＭＳ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎメッセージを個別チャ
ネルで無線端末に送信することはない。よって、無線端末はもうすぐＭＢＭＳサービスの
コンテンツデータが転送されることを知ることができない。
【００２７】
　（３）ターゲット無線基地局制御局は、無線端末がＭＢＭＳサービスにジョインしたに
もかかわらず、無線端末がジョインしたＭＢＭＳサービスの関連情報を持っていないため
、ＰｔＰ方式でＭＢＭＳサービスのコンテンツデータを転送したとしても、該無線端末を
対象外とする。
【００２８】
　そのため、ターゲット無線基地局制御局がＰｔＰ方式でＭＢＭＳサービスのコンテンツ
データを転送すると決めた場合、無線端末は該ＭＢＭＳサービスのコンテンツデータを受
信することができない。
【００２９】
　そこで、本発明の目的は上記の問題点を解消し、ターゲット無線基地局制御局が正確に
ＰｔＰ方式かＰｔＭ方式かを決めることができ、ターゲット無線基地局制御局が無線端末
に対してＭＢＭＳサービスのコンテンツデータの転送が開始されることを通知することが
できる移動体通信システム及びそれに用いるデータ配信サービスの制御方法を提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【００３０】
　本発明による移動体通信システムは、複数の無線端末に対してデータを配信するサービ
スを行う移動体通信システムであって、第１の無線基地局制御局と、第２の無線基地局制
御局と、前記第１の無線基地局制御局と前記第２の無線基地局制御局とを結ぶネットワー
クとを含み、前記無線端末のうちの１つの管理権を前記第１の無線基地局制御局から前記
第２の無線基地局制御局に移す場合、前記無線端末のうちの１つに対する前記サービスの
情報が前記第１の無線基地局制御局から前記第２の無線基地局制御局に転送される移動体
通信システムであり、前記サービスは、ＭＢＭＳ（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃ
ａｓｔ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）であり、前記ネットワークは、ＳＧＳＮ
（Ｓｅｒｖｉｃｅ　ＧＰＲＳ（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉ
ｃｅ）Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｎｏｄｅ）を含み、前記管理権を前記第１の無線基地局制御局か
ら前記第２の無線基地局制御局に移すためのリロケーション処理の開始時に、前記情報が
前記第１の無線基地局制御局から前記第２の無線基地局制御局に転送され、前記情報は、
前記ＳＧＳＮを経由して前記第１の無線基地局制御局から前記第２の無線基地局制御局に
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、Ｒｅｌｏｃａｔｉｏｎ　ＲｅｑｕｉｒｅｄメッセージとＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｑ
ｕｅｓｔメッセージとを使って転送され、前記情報は、ＭＢＭＳサービス識別子と、ＩＰ
（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）マルチキャストアドレスと、ＡＰＮ（Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｐｏｉｎｔ　Ｎａｍｅ）とを含み、前記ＳＧＳＮは、前記情報についてトランスペ
アレントであることを特徴とする。
【００３１】
　本発明によるデータ配信サービスの制御方法は、複数の無線端末に対してデータを配信
するサービスを行う移動体通信システムにおけるデータ配信サービスの制御方法であって
、前記無線端末のうちの１つの管理権を、第１の無線基地局制御局から、ネットワークを
介して前記第１の無線基地局制御局に接続されている第２の無線基地局制御局に移すステ
ップと、前記無線端末のうちの１つに対する前記サービスの情報を第１の無線基地局制御
局から第２の無線基地局制御局に転送するステップとを含み、前記サービスは、ＭＢＭＳ
（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）
であり、前記ネットワークは、ＳＧＳＮ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　ＧＰＲＳ（Ｇｅｎｅｒａｌ　
Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｎｏｄｅ）を含み、前記
管理権を前記第１の無線基地局制御局から前記第２の無線基地局制御局に移すためのリロ
ケーション処理の開始時に、前記情報を前記第１の無線基地局制御局から前記第２の無線
基地局制御局に転送するステップをさらに含み、前記情報は、前記ＳＧＳＮを経由して前
記第１の無線基地局制御局から前記第２の無線基地局制御局に、Ｒｅｌｏｃａｔｉｏｎ　
ＲｅｑｕｉｒｅｄメッセージとＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージとを使
って転送され、前記情報は、ＭＢＭＳサービス識別子と、ＩＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒ
ｏｔｏｃｏｌ）マルチキャストアドレスと、ＡＰＮ（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ　Ｎａｍ
ｅ）とを含み、前記ＳＧＳＮは、前記情報についてトランスペアレントであることを特徴
とする。
【００５１】
　上記のように、本発明のデータ配信サービスの制御方法では、リロケーション中に、無
線端末がジョインしたＭＢＭＳサービスの関連情報がターゲット無線基地局制御局に転送
されるため、ターゲット無線基地局制御局がＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔの中にあるＭＢＭＳ　
ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｉｎｆｏとして記憶することが可能となり、ＭＢＭＳ　Ｓｅｒｖ
ｉｃｅ　Ｃｏｎｔｅｘｔの中にあるＭＢＭＳ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　ＩＤとＩＭＳＩとを用い
て、ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔの中にあるＭＢＭＳ　ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｉｎｆｏとを関
連付けすることが可能となる。
【００５２】
　また、本発明のデータ配信サービスの制御方法では、後にＳＧＳＮからＳｅｓｓｉｏｎ
　Ｓｔａｒｔメッセージを受信した時、ＭＢＭＳ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃｏｎｔｅｘｔから
ＭＢＭＳサービスにジョインした無線端末の数を正確に知ることが可能となり、ＭＢＭＳ
サービスのコンテンツデータを転送する方式としてＰｔＰ方式かＰｔＭ方式かを正確に決
めることが可能となる。
【００５３】
　さらに、本発明のデータ配信サービスの制御方法では、ターゲット無線基地局制御局が
、もうすぐ、ＭＢＭＳサービスのコンテンツデータが転送されることを通知するために、
ＭＢＭＳ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎメッセージを無線上の共通チャネルで送信するが、
ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔの中にあるＭＢＭＳ　ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔから、無線端末が該Ｍ
ＢＭＳサービスにジョインしたことを知り、ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔから無線端末の状態を
判別する際に、無線端末が無線上の共通チャネルを受信できない状態であれば、個別チャ
ネルでＭＢＭＳ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎメッセージを送信し、もうすぐ、ＭＢＭＳサ
ービスのコンテンツデータの転送が開始されることを通知することが可能となる。
【００５４】
　さらにまた、本発明のデータ配信サービスの制御方法では、ターゲット無線基地局制御
局が、ＰｔＰ方式と決める場合、ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔの中にあるＭＢＭＳ　ＵＥ　Ｃｏ
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ｎｔｅｘｔから、無線端末が該ＭＢＭＳサービスにジョインしたことを知り、無線端末に
対して個別チャネルでＭＢＭＳサービスのコンテンツデータを転送することが可能となる
。
【００５５】
　よって、本発明のデータ配信サービスの制御方法では、ソース無線基地局制御局がリロ
ケーション実行時に、無線端末がジョインしたＭＢＭＳサービスの関連情報をターゲット
無線基地局制御局に転送することによって、ターゲット無線基地局制御局がＭＢＭＳサー
ビスの関連情報の転送方式を、ＰｔＰ（Ｐｏｉｎｔ　ｔｏ　Ｐｏｉｎｔ）方式にするか、
ＰｔＭ（Ｐｏｉｎｔ　ｔｏ　Ｍｕｌｔｉｐｏｉｎｔ）方式にするかを正確に決めることが
可能となる。では、ソース無線基地局制御局がリロケーション実行時に、無線端末がジョ
インしたＭＢＭＳサービスの関連情報をターゲット無線基地局制御局に転送することによ
って、ターゲット無線基地局制御局がＭＢＭＳサービスの関連情報の転送方式を、ＰｔＰ
（Ｐｏｉｎｔ　ｔｏ　Ｐｏｉｎｔ）方式にするか、ＰｔＭ（Ｐｏｉｎｔ　ｔｏ　Ｍｕｌｔ
ｉｐｏｉｎｔ）方式にするかを正確に決めることが可能となる。
【００５６】
　同時に、本発明のデータ配信サービスの制御方法では、ターゲット無線基地局制御局が
無線端末に個別チャネルでＭＢＭＳ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎメッセージを送信し、も
うすぐ、ＭＢＭＳサービスのコンテンツデータの転送が開始されることを通知することが
可能となる。
【００５７】
　また、本発明のデータ配信サービスの制御方法では、ターゲット無線基地局制御局がＰ
ｔＰ方式と決める場合でも、無線端末にＭＢＭＳサービスのコンテンツデータを転送する
ことが可能となる。
【発明の効果】
【００５８】
　本発明は、以下に述べるような構成及び動作とすることで、ターゲット無線基地局制御
局が正確にＰｔＰ方式かＰｔＭ方式かを決めることができ、ターゲット無線基地局制御局
が無線端末に対してＭＢＭＳサービスのコンテンツデータの転送が開始されることを通知
することができるという効果が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５９】
　次に、本発明の実施例について図面を参照して説明する。図１は本発明の第１の実施例
による移動体通信システムの構成を示すブロック図である。本発明の第１の実施例による
移動体通信システムは、セルに在圏している無線端末（ＵＥ：Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅ
ｍｔ）に対して、同一のコンテンツデータを配信するＭＢＭＳ（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　
Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）サービスを提供するための
システムである。
【００６０】
　図１において、本発明の第１の実施例による移動体通信システムは無線端末１と、無線
基地局２と、無線基地局制御局（ＲＮＣ：Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ
ｌｅｒ）３と、ＳＧＳＮ［Ｓｅｒｖｉｎｇ　ＧＰＲＳ（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　
Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）　Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｎｏｄｅ］４と、ＨＬＲ（Ｈｏｍｅ　
Ｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｇｉｓｔｅｒ）５と、ＧＧＳＮ（Ｇａｔｅｗａｙ　ＧＰＲＳ　Ｓ
ｕｐｐｏｒｔ　Ｎｏｄｅ）６と、ＭＢＭＳ制御装置（ＢＭＳＣ：Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｍ
ｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃｅｎｔｒｅ）７と、コンテンツサーバ８，９とか
ら構成されている。尚、これらの装置は公知であるので（例えば、非特許文献１参照）、
その構成や動作についての説明は省略する。
【００６１】
　図２は図１の無線端末１がソース無線基地局制御局（Ｓｏｕｒｃｅ　ＲＮＣ）と通信し
ている状態（リロケーション前の状態）を示す図であり、図３は図１の無線端末１がター
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ゲット無線基地局制御局（Ｔａｒｇｅｔ　ＲＮＣ）と通信している状態（リロケーション
後の状態）を示す図である。
【００６２】
　図４は図１の無線基地局制御局３におけるＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔを示す図であり、図５
は図１の無線基地局制御局３におけるＭＢＭＳ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃｏｎｔｅｘｔを示す
図である。これら図１～図５を参照して無線基地局制御局３のＭＢＭＳ制御処理について
説明する。
【００６３】
　図４及び図５に示すコンテキスト情報は無線基地局制御局３のメモリ（図示せず）内で
記憶している情報であり、図４に示すコンテキスト情報は「ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ」とい
い、図５に示すコンテキスト情報は「ＭＢＭＳ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃｏｎｔｅｘｔ」とい
う。
【００６４】
　図４の「ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ」には、無線端末１が通常の通信（音声通信やパケット
通信）時に、無線基地局制御局３が無線端末１を制御するための情報［ＩＭＳＩ（Ｉｎｔ
ｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ：無線
端末の固定識別子）、ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）　Ｓｔ
ａｔｅ、ＲＡＢ（Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｂｅａｒｅｒ）　Ｉｎｆｏ、位置情報（無
線端末１が位置するセル情報）等］が記憶されている。この「ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ」は
、無線端末１がネットワーク（図示せず）と通常の通信（音声通信やパケット通信）を開
始する時に、無線基地局制御局３が生成するものである。
【００６５】
　図５の「ＭＢＭＳ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃｏｎｔｅｘｔ」はＭＢＭＳサービス毎に存在し
、無線基地局制御局３がＭＢＭＳサービスを制御するための情報［ＩＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅ
ｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ａｄｄｒｅｓｓ（ＭＢＭＳサービスのコ
ンテンツデータを送出するサーバのＩＰアドレス），ＡＰＮ（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ
　Ｎａｍｅ：この例ではＧＧＳＮ６），ＭＢＭＳサービスＩＤ（ＭＢＭＳサービスの識別
子），ＭＢＭＳ　ＲＡＢ　Ｉｎｆｏ（ＭＢＭＳサービスのコンテンツデータを転送するた
めのＲＡＢ情報）等］及び該ＭＢＭＳサービスにジョインした無線端末１のＩＭＳＩをセ
ル毎に記憶する。
【００６６】
　この「ＭＢＭＳ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃｏｎｔｅｘｔ」はＳＧＳＮ４からＳｅｓｓｉｏｎ
　Ｓｔａｒｔメッセージ（図１０のｅ１～ｅ１１参照）を受信した時に、無線基地局制御
局３が生成する。そのほか、無線端末１がＭＢＭＳサービスにジョインした後に、通常の
通信（音声通信やパケット通信）を開始する時にも、無線基地局制御局３がこの「ＭＢＭ
Ｓ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃｏｎｔｅｘｔ」を生成する。この時、図４に示すような「ＭＢＭ
Ｓ　ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｉｎｆｏ」も生成し、「ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ」の中に記憶
する。
【００６７】
　無線端末１がＭＢＭＳサービスにジョインした後に、通常の通信（音声通信やパケット
通信）を開始する時にも、無線基地局制御局３がこの「ＭＢＭＳ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃｏ
ｎｔｅｘｔ」を生成するのであれば、後に無線基地局制御局３はＳＧＳＮ４からＳｅｓｓ
ｉｏｎ　Ｓｔａｒｔメッセージを受信する時、その時点において、該ＭＢＭＳサービスに
ジョインした無線端末の数を知ることができ、ＭＢＭＳサービスのコンテンツデータをＰ
ｔＰ方式で転送するのか、ＰｔＭ方式で転送するのかを決めることができる。
【００６８】
　無線基地局制御局３がＳｅｓｓｉｏｎ　Ｓｔａｒｔメッセージを受信した後で、もうす
ぐＭＢＭＳサービスのコンテンツデータが転送開始されることを通知するため、ＭＢＭＳ
　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎメッセージを無線上の共通チャネルで送信する。
【００６９】
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　また、無線端末１はその状態によって、無線上の共通チャネルに送信されるＭＢＭＳ　
Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎメッセージを受信できないこともある。例えば、無線端末１が
個別チャネルで通信中の場合、無線上の共通チャネルを受信することができない。この場
合、無線基地局制御局３は図４に示す「ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ」の中にあるＲＲＣ　Ｓｔ
ａｔｅを見て、無線端末１が無線上の共通チャネルでＭＢＭＳ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏ
ｎメッセージを受信できない状態（例えば、個別チャネルで通信中の状態）であれば、個
別チャネルでＭＢＭＳ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎメッセージを無線端末１に送信し、も
うすぐＭＢＭＳサービスのコンテンツデータが転送されることを通知する。
【００７０】
　ネットワークと通信中の無線端末１を管理している無線基地局制御局３ａはサービング
無線基地局制御局（Ｓｅｒｖｉｎｇ　ＲＮＣ）といい、「ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ」をもっ
て無線端末１の移動管理等を行う。
【００７１】
　無線端末１がサービング無線基地局制御局（無線基地局制御局３ａ）のエリアＡから隣
り合わせの無線基地局制御局３ｂのエリアＢに移動した時、回線利用効率のため、サービ
ング無線基地局制御局は無線端末１の管理権を移動先の無線基地局制御局３ｂに移すため
に、リロケーション（Ｒｅｌｏｃａｔｉｏｎ）を実行する。
【００７２】
　リロケーションの手順を実行中に、サービング無線基地局制御局はリロケーション元の
無線基地局制御局となる。このリロケーション元の無線基地局制御局３ａはソース無線基
地局制御局（Ｓｏｕｒｃｅ　ＲＮＣ）といい、リロケーション先の無線基地局制御局３ｂ
はターゲット無線基地局制御局（Ｔａｒｇｅｔ　ＲＮＣ）という。
【００７３】
　リロケーションを実行した場合、現状のシステムの仕様だと、無線端末１があるＭＢＭ
Ｓサービスにジョインしたにもかかわらず、無線端末１がジョインしたＭＢＭＳサービス
の関連情報（図４の「ＭＢＭＳ　ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｉｎｆｏ」の情報）をソース無
線基地局制御局３ａからリロケーション先のターゲット無線基地局制御局３ｂに通知しな
いようになっている。
【００７４】
　尚、図２及び図３において、リロケーション元の無線基地局制御局３ａのエリアＡには
無線基地局２ａ－１～２ａ－４が配設され、リロケーション先の無線基地局制御局３ｂの
エリアＢには無線基地局２ｂ－１～２ｂ－４が配設されている。
【００７５】
　図６は本発明の第１の実施例によるリロケーション手順中にＭＢＭＳサービスの関連情
報の転送を行う動作を示すシーケンスチャートである。これら図１～図６を参照して本発
明の第１の実施例によるリロケーション手順中にＭＢＭＳサービスの関連情報の転送を行
う動作について説明する。
【００７６】
　無線端末１がソース無線基地局制御局３ａを通じて、ネットワークと通信中（図２参照
）に、ＭＢＭＳサービスにジョインすると、ソース無線基地局制御局３ａは無線端末１が
ジョインしたＭＢＭＳサービスの関連情報をメモリに記憶する（図６のａ１）。尚、無線
端末１がＭＢＭＳサービスにジョインする場合には、図１のＭＢＭＳ制御装置７にジョイ
ンすることとなる。
【００７７】
　無線端末１がソース無線基地局制御局３ａのエリアＡからターゲット無線基地局制御局
３ｂのエリアＢに移動すると、ソース無線基地局制御局３ａはリロケーション手順ａを実
行することを決める（図６のａ２）。
【００７８】
　ソース無線基地局制御局３ａはＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｉｒｅｄメッセージに
無線端末１がジョインしたＭＢＭＳサービスの関連情報（ＭＢＭＳサービスＩＤ、ＩＰ　
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Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ａｄｄｒｅｓｓ、ＡＰＮ等）を設定し、ＳＧＳＮ４に送信する（図
６のａ３）。該ＭＢＭＳサービスの関連情報はＳＧＳＮ４が解釈せず、単にトランスペア
レントするところに設定する。あるいは、該ＭＢＭＳサービスの関連情報はＳＧＳＮ４が
解釈することも可能である。
【００７９】
　ＳＧＳＮ４はＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｉｒｅｄメッセージを受信すると、ター
ゲット無線基地局制御局３ｂにＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージを送信
する（図６のａ４）。この時、ＳＧＳＮ４はソース無線基地局制御局３ａが設定したＭＢ
ＭＳサービスの関連情報（無線端末１がジョインしたＭＢＭＳサービスの関連情報）を解
釈せず、そのままＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージにて転送する。ある
いは、ＳＧＳＮ４はソース無線基地局制御局３ａが設定したＭＢＭＳサービスの関連情報
を解釈し、Ｒｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｉｒｅｄメッセージから取出したＭＢＭＳサ
ービスの関連情報をＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージにて転送する。
【００８０】
　ターゲット無線基地局制御局３ｂは無線端末１との通信を行うための無線リソースを設
定する（図６のａ５）。ターゲット無線基地局制御局３ｂはＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒｅ
ｑｕｉｒｅｄメッセージにあるＭＢＭＳサービスの関連情報（無線端末１がジョインした
ＭＢＭＳサービスの関連情報）をメモリに記憶する（図６のａ６）。
【００８１】
　具体的に、ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ（図４）を生成すると同時に、ＭＢＭＳ　ＵＥ　Ｃｏ
ｎｔｅｘｔ　Ｉｎｆｏを作成し、無線端末１がジョインしたＭＢＭＳサービス関連情報を
記憶する。ＭＢＭＳサービス関連情報とは、ＭＢＭＳサービスＩＤ，ＩＰ　Ｍｕｌｔｉｃ
ａｓｔ　Ａｄｄｒｅｓｓ、ＡＰＮなどである。また、該ＭＢＭＳサービスに対応するＭＢ
ＭＳ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃｏｎｔｅｘｔが存在していないならば、生成し、ＭＢＭＳサー
ビスＩＤ，ＩＰ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ａｄｄｒｅｓｓ、ＡＰＮ、ＭＢＭＳ　ＲＡＢ　Ｉ
ｎｆｏ，及び該ＭＢＭＳサービスにジョインした無線端末１のＩＭＳＩをセルごとに記憶
する。
【００８２】
　ターゲット無線基地局制御局３ｂはＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋｎ
ｏｗｌｅｄｇｅメッセージをＳＧＳＮ４に送信する（図６のａ７）。ＳＧＳＮ４はソース
無線基地局制御局３ａにＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｍａｎｄメッセージを送信する（
図６のａ８）。
【００８３】
　ソース無線基地局制御局３ａはＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｍａｎｄメッセージを受
信すると、Ｒｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｍｉｔメッセージをターゲット無線基地局制御
局３ｂに送信する（図６のａ９）。ターゲット無線基地局制御局３ｂはＲｅｌｏｃａｔｉ
ｏｎ　Ｃｏｍｍｉｔメッセージを受信すると、Ｒｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｄｅｔｅｃｔメッ
セージをＳＧＳＮ４に送信し（図６のａ１０）、ＲＡＮ　Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｉｎｆｏｍ
ａｔｉｏｎメッセージを無線端末１に送信する（図６のａ１１）。
【００８４】
　無線端末１はＲＡＮ　Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｉｎｆｏｍａｔｉｏｎメッセージを受信する
と、ＲＡＮ　Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｉｎｆｏｍａｔｉｏｎ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッセージを
ターゲット無線基地局制御局３ｂに送信する（図６のａ１２）。
【００８５】
　ターゲット無線基地局制御局３ｂはＲＡＮ　Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｉｎｆｏｍａｔｉｏｎ
　Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッセージを受信すると、Ｒｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅ
メッセージをＳＧＳＮ４に送信する（図６のａ１３）。以上で、リロケーション手順ａが
完了する。
【００８６】
　その後、ＳＧＳＮ４からＭＢＭＳサービスのコンテンツデータの送信開始を意味するＳ
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ｅｓｓｉｏｎ　Ｓｔａｒｔメッセージが送られてきた時（図６のａ１４）、ターゲット無
線基地局制御局３ｂは、通常、メモリに記憶しているＭＢＭＳ　Ｃｏｎｔｅｘｔの中にあ
るセル毎の無線端末リストから、該ＭＢＭＳサービスにジョインした無線端末の数を知り
、ＭＢＭＳサービスのコンテンツデータの転送をＰｔＰ方式及びＰｔＭ方式のいずれで行
うかを決める。
【００８７】
　ターゲット無線基地局制御局３ｂは、もうすぐ、ＭＢＭＳサービスのコンテンツデータ
が転送されることを通知するために、ＭＢＭＳ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎメッセージを
無線上の共通チャネルで送信する（図６のａ１５）。
【００８８】
　さらに、ターゲット無線基地局制御局３ｂはメモリに記憶しているＭＢＭＳ　Ｓｅｒｖ
ｉｃｅ　Ｃｏｎｔｅｘｔの中にあるセル毎の無線端末リストのＩＭＳＩを使って、同メモ
リに記憶してあるＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔを検索し、そのＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔの中にある
ＭＢＭＳ　ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｉｎｆｏから、無線端末１が該ＭＢＭＳサービスにジ
ョインしたことを認識し、その時点における無線端末１の状態で無線上の共通チャネルを
受信することができないと判定すると、個別チャネルでＭＢＭＳ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉ
ｏｎメッセージを送信し、もうすぐ、ＭＢＭＳサービスのコンテンツデータの転送が開始
されることを通知する。
【００８９】
　無線上の共通チャネルで送信されたＭＢＭＳ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎメッセージに
対して応答してきた無線端末の数がなお閾値を超えず、ＰｔＭ方式で転送する条件を満た
さない場合、ターゲット無線基地局制御局３ｂはＰｔＰ方式でＭＢＭＳサービスのコンテ
ンツデータを転送する（図６のａ１６，ａ１７）。
【００９０】
　本実施例では、ターゲット無線基地局制御局３ｂがＰｔＰ方式でＭＢＭＳサービスのコ
ンテンツデータを転送することとし、ターゲット無線基地局制御局３ｂはメモリに記憶し
てあるＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔの中にあるＭＢＭＳ　ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔから、無線端末
１が該ＭＢＭＳサービスにジョインしたことを認識しているので、無線端末１に対してＭ
ＢＭＳサービスのコンテンツデータを個別チャネルで転送することができる。
【００９１】
　図７は本発明の第２の実施例によるリロケーション手順中にＭＢＭＳサービスの関連情
報の転送を行う動作を示すシーケンスチャートである。本発明の第２の実施例による移動
体通信システムは図１に示す本発明の第１の実施例による移動体通信システムと同様の構
成となっており、ＭＢＭＳサービスの関連情報の転送動作が異なる以外は本発明の第１の
実施例による移動体通信システムと同様の動作である。これら図１～図５と図７とを参照
して本発明の第２の実施例によるリロケーション手順中にＭＢＭＳサービス関連情報の転
送を行う動作について説明する。
【００９２】
　本実施例では、図６に示すように、ソース無線基地局制御局３ａが無線端末１がジョイ
ンしたＭＢＭＳサービスの関連情報をＳＧＳＮ４経由のＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕ
ｉｒｅｄメッセージに設定しない代わりに、図７に示すように、ソース無線基地局制御局
３ａから直接、ターゲット無線基地局制御局３ｂに送信するＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｃｏ
ｍｍｉｔメッセージに無線端末１がジョインしたＭＢＭＳサービスの関連情報を設定して
いる。
【００９３】
　無線端末１がソース無線基地局制御局３ａを通じて、ネットワークと通信中（図２参照
）に、ＭＢＭＳサービスにジョインすると、ソース無線基地局制御局３ａは無線端末１が
ジョインしたＭＢＭＳサービスの関連情報をメモリに記憶する（図７のｂ１）。尚、無線
端末１がＭＢＭＳサービスにジョインする場合には、図１のＭＢＭＳ制御装置７にジョイ
ンすることとなる。
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【００９４】
　無線端末１がソース無線基地局制御局３ａのエリアＡからターゲット無線基地局制御局
３ｂのエリアＢに移動すると、ソース無線基地局制御局３ａはリロケーション手順ｂを実
行することを決める（図７のｂ２）。
【００９５】
　ソース無線基地局制御局３ａはＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｉｒｅｄメッセージを
ＳＧＳＮ４に送信する（図７のｂ３）。ＳＧＳＮ４はＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｉ
ｒｅｄメッセージを受信すると、ターゲット無線基地局制御局３ｂにＲｅｌｏｃａｔｉｏ
ｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージを送信する（図７のｂ４）。
【００９６】
　ターゲット無線基地局制御局３ｂは無線端末１との通信を行うための無線リソースを設
定し（図７のｂ５）、Ｒｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅ
メッセージをＳＧＳＮ４に送信する（図７のｂ６）。ＳＧＳＮ４はソース無線基地局制御
局３ａにＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｍａｎｄメッセージを送信する（図７のｂ７）。
【００９７】
　ソース無線基地局制御局３ａはＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｍａｎｄメッセージを受
信すると、Ｒｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｍｉｔにメッセージ無線端末１がジョインした
ＭＢＭＳサービスの関連情報（ＭＢＭＳサービスＩＤ、ＩＰ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ａｄ
ｄｒｅｓｓ等）を設定し、ターゲット無線基地局制御局３ｂに送信する（図７のｂ８）。
【００９８】
　ターゲット無線基地局制御局３ｂはＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｍｉｔメッセージを
受信すると、Ｒｅｌｏｃａｔｉｏｎ　ＣｏｍｍｉｔメッセージにあるＭＢＭＳサービスの
関連情報（無線端末１がジョインしたＭＢＭＳサービスの関連情報）をメモリに記憶する
（図７のｂ９）。
【００９９】
　具体的に、ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ（図４）を生成すると同時に、ＭＢＭＳ　ＵＥ　Ｃｏ
ｎｔｅｘｔ　Ｉｎｆｏを作成し、無線端末１がジョインしたＭＢＭＳサービス関連情報を
記憶する。ＭＢＭＳサービス関連情報とは、ＭＢＭＳサービスＩＤ，ＩＰ　Ｍｕｌｔｉｃ
ａｓｔ　Ａｄｄｒｅｓｓ、ＡＰＮなどである。また、該ＭＢＭＳサービスに対応するＭＢ
ＭＳ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃｏｎｔｅｘｔが存在していないならば、生成し、ＭＢＭＳサー
ビスＩＤ，ＩＰ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ａｄｄｒｅｓｓ、ＡＰＮ、ＭＢＭＳ　ＲＡＢ　Ｉ
ｎｆｏ，及び該ＭＢＭＳサービスにジョインした無線端末１のＩＭＳＩをセルごとに記憶
する。
【０１００】
　また、ターゲット無線基地局制御局３ｂはＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｄｅｔｅｃｔメッセ
ージをＳＧＳＮ４に送信し（図７のｂ１０）、ＲＡＮ　Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｉｎｆｏｍａ
ｔｉｏｎメッセージを無線端末１に送信する（図７のｂ１１）。
【０１０１】
　無線端末１はＲＡＮ　Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｉｎｆｏｍａｔｉｏｎメッセージを受信する
と、ＲＡＮ　Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｉｎｆｏｍａｔｉｏｎ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッセージを
ターゲット無線基地局制御局３ｂに送信する（図７のｂ１２）。
【０１０２】
　ターゲット無線基地局制御局３ｂはＲＡＮ　Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｉｎｆｏｍａｔｉｏｎ
　Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッセージを受信すると、Ｒｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅ
メッセージをＳＧＳＮ４に送信する（図７のｂ１３）。以上で、リロケーション手順ｂが
完了する。
【０１０３】
　その後、ＳＧＳＮ４からＭＢＭＳサービスのコンテンツデータの送信開始を意味するＳ
ｅｓｓｉｏｎ　Ｓｔａｒｔメッセージが送られてきた時（図７のｂ１４）、ターゲット無
線基地局制御局３ｂは、通常、メモリに記憶しているＭＢＭＳ　Ｃｏｎｔｅｘｔの中にあ
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るセル毎の無線端末リストから、該ＭＢＭＳサービスにジョインした無線端末の数を知り
、ＭＢＭＳサービスのコンテンツデータの転送をＰｔＰ方式及びＰｔＭ方式のいずれで行
うかを決める。
【０１０４】
　ターゲット無線基地局制御局３ｂは、もうすぐ、ＭＢＭＳサービスのコンテンツデータ
が転送されることを通知するために、ＭＢＭＳ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎメッセージを
無線上の共通チャネルで送信する（図７のｂ１５）。
【０１０５】
　さらに、ターゲット無線基地局制御局３ｂはメモリに記憶しているＭＢＭＳ　Ｓｅｒｖ
ｉｃｅ　Ｃｏｎｔｅｘｔの中にあるセル毎の無線端末リストのＩＭＳＩを使って、同メモ
リに記憶してあるＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔを検索し、そのＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔの中にある
ＭＢＭＳ　ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｉｎｆｏから、無線端末１が該ＭＢＭＳサービスにジ
ョインしたことを認識し、その時点における無線端末１の状態で無線上の共通チャネルを
受信することができないと判定すると、個別チャネルでＭＢＭＳ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉ
ｏｎメッセージを送信し、もうすぐ、ＭＢＭＳサービスのコンテンツデータの転送が開始
されることを通知する。
【０１０６】
　無線上の共通チャネルで送信されたＭＢＭＳ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎメッセージに
対して応答してきた無線端末の数がなお閾値を超えず、ＰｔＭ方式で転送する条件を満た
さない場合、ターゲット無線基地局制御局３ｂはＰｔＰ方式でＭＢＭＳサービスのコンテ
ンツデータを転送する（図７のｂ１６，ｂ１７）。
【０１０７】
　本実施例では、ターゲット無線基地局制御局３ｂがＰｔＰ方式でＭＢＭＳサービスのコ
ンテンツデータを転送することとし、ターゲット無線基地局制御局３ｂはメモリに記憶し
てあるＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔの中にあるＭＢＭＳ　ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔから、無線端末
１が該ＭＢＭＳサービスにジョインしたことを認識しているので、無線端末１に対してＭ
ＢＭＳサービスのコンテンツデータを個別チャネルで転送することができる。
【０１０８】
　図８は本発明の第３の実施例によるリロケーション手順中にＭＢＭＳサービスの関連情
報の転送を行う動作を示すシーケンスチャートである。本発明の第３の実施例による移動
体通信システムは図１に示す本発明の第１の実施例による移動体通信システムと同様の構
成となっており、ＭＢＭＳサービスの関連情報の転送動作が異なる以外は本発明の第１の
実施例による移動体通信システムと同様の動作である。これら図１～図５と図８とを参照
して本発明の第３の実施例によるリロケーション手順中にＭＢＭＳサービス関連情報の転
送を行う動作について説明する。
【０１０９】
　本実施例では、図６に示すように、ソース無線基地局制御局３ａが無線端末１がジョイ
ンしたＭＢＭＳサービスの関連情報をＳＧＳＮ４経由のＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕ
ｉｒｅｄメッセージに設定しない代わりに、図８に示すように、リロケーション手順ｃが
終了した後、ＳＧＳＮ４がターゲット無線基地局制御局３ｂに対して、ＭＢＭＳ　ＵＥ　
Ｌｉｎｋｉｎｇメッセージを送信し、このＭＢＭＳ　ＵＥ　Ｌｉｎｋｉｎｇメッセージに
無線端末１がジョインしたＭＢＭＳサービスの関連情報を含ませておく。尚、無線端末１
がジョインしたＭＢＭＳサービスの関連情報はＳＧＳＮ４にて予め取得されている。
【０１１０】
　無線端末１がソース無線基地局制御局３ａを通じて、ネットワークと通信中（図２参照
）に、ＭＢＭＳサービスにジョインすると、ソース無線基地局制御局３ａは無線端末１が
ジョインしたＭＢＭＳサービスの関連情報をメモリに記憶する（図８のｃ１）。尚、無線
端末１がＭＢＭＳサービスにジョインする場合には、図１のＭＢＭＳ制御装置７にジョイ
ンすることとなる。
【０１１１】
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　無線端末１がソース無線基地局制御局３ａのエリアＡからターゲット無線基地局制御局
３ｂのエリアＢに移動すると、ソース無線基地局制御局３ａはリロケーション手順ｃを実
行することを決める（図８のｃ２）。
【０１１２】
　ソース無線基地局制御局３ａはＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｉｒｅｄメッセージを
ＳＧＳＮ４に送信する（図８のｃ３）。ＳＧＳＮ４はＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｉ
ｒｅｄメッセージを受信すると、ターゲット無線基地局制御局３ｂにＲｅｌｏｃａｔｉｏ
ｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージを送信する（図８のｃ４）。
【０１１３】
　ターゲット無線基地局制御局３ｂは無線端末１との通信を行うための無線リソースを設
定し（図８のｃ５）、Ｒｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅ
メッセージをＳＧＳＮ４に送信する（図８のｃ６）。ＳＧＳＮ４はソース無線基地局制御
局３ａにＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｍａｎｄメッセージを送信する（図８のｃ７）。
【０１１４】
　ソース無線基地局制御局３ａはＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｍａｎｄメッセージを受
信すると、Ｒｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｍｉｔメッセージをターゲット無線基地局制御
局３ｂに送信する（図８のｃ８）。ターゲット無線基地局制御局３ｂはＲｅｌｏｃａｔｉ
ｏｎ　Ｃｏｍｍｉｔメッセージを受信すると、Ｒｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｄｅｔｅｃｔメッ
セージをＳＧＳＮ４に送信し（図８のｃ９）、ＲＡＮ　Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｉｎｆｏｍａ
ｔｉｏｎメッセージを無線端末１に送信する（図８のｃ１０）。
【０１１５】
　無線端末１はＲＡＮ　Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｉｎｆｏｍａｔｉｏｎメッセージを受信する
と、ＲＡＮ　Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｉｎｆｏｍａｔｉｏｎ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッセージを
ターゲット無線基地局制御局３ｂに送信する（図８のｃ１１）。
【０１１６】
　ターゲット無線基地局制御局３ｂはＲＡＮ　Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｉｎｆｏｍａｔｉｏｎ
　Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッセージを受信すると、Ｒｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅ
メッセージをＳＧＳＮ４に送信する（図８のｃ１２）。以上で、リロケーション手順ｃが
完了する。
【０１１７】
　このリロケーション手順ｃが完了した後、ＳＧＳＮ４はターゲット無線基地局制御局３
ｂに対して、ＭＢＭＳ　ＵＥ　Ｌｉｎｋｉｎｇメッセージを送信し、このＭＢＭＳ　ＵＥ
　Ｌｉｎｋｉｎｇメッセージに無線端末１がジョインしたＭＢＭＳサービスの関連情報　
（ＭＢＭＳサービスＩＤ、ＩＰ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ａｄｄｒｅｓｓ等）を含ませてお
く（図８のｃ１３）。
【０１１８】
　ターゲット無線基地局制御局３ｂはＳＧＳＮ４からＭＢＭＳ　ＵＥ　Ｌｉｎｋｉｎｇメ
ッセージを受信すると、ＭＢＭＳ　ＵＥ　ＬｉｎｋｉｎｇメッセージにあるＭＢＭＳサー
ビスの関連情報（無線端末１がジョインしたＭＢＭＳサービスの関連情報）をメモリに記
憶する（図８のｃ１４）。
【０１１９】
　具体的に、ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ（図４）を生成すると同時に、ＭＢＭＳ　ＵＥ　Ｃｏ
ｎｔｅｘｔ　Ｉｎｆｏを作成し、無線端末１がジョインしたＭＢＭＳサービス関連情報を
記憶する。ＭＢＭＳサービス関連情報とは、ＭＢＭＳサービスＩＤ，ＩＰ　Ｍｕｌｔｉｃ
ａｓｔ　Ａｄｄｒｅｓｓ、ＡＰＮなどである。また、該ＭＢＭＳサービスに対応するＭＢ
ＭＳ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃｏｎｔｅｘｔが存在していないならば、生成し、ＭＢＭＳサー
ビスＩＤ，ＩＰ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ａｄｄｒｅｓｓ、ＡＰＮ、ＭＢＭＳ　ＲＡＢ　Ｉ
ｎｆｏ，及び該ＭＢＭＳサービスにジョインした無線端末１のＩＭＳＩをセルごとに記憶
する。
【０１２０】
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　その後、ＳＧＳＮ４からＭＢＭＳサービスのコンテンツデータの送信開始を意味するＳ
ｅｓｓｉｏｎ　Ｓｔａｒｔメッセージが送られてきた時（図８のｃ１５）、ターゲット無
線基地局制御局３ｂは、通常、メモリに記憶しているＭＢＭＳ　Ｃｏｎｔｅｘｔの中にあ
るセル毎の無線端末リストから、該ＭＢＭＳサービスにジョインした無線端末の数を知り
、ＭＢＭＳサービスのコンテンツデータの転送をＰｔＰ方式及びＰｔＭ方式のいずれで行
うかを決める。
【０１２１】
　ターゲット無線基地局制御局３ｂは、もうすぐ、ＭＢＭＳサービスのコンテンツデータ
が転送されることを通知するために、ＭＢＭＳ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎメッセージを
無線上の共通チャネルで送信する（図８のｃ１６）。
【０１２２】
　さらに、ターゲット無線基地局制御局３ｂはメモリに記憶しているＭＢＭＳ　Ｓｅｒｖ
ｉｃｅ　Ｃｏｎｔｅｘｔの中にあるセル毎の無線端末リストのＩＭＳＩを使って、同メモ
リに記憶してあるＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔを検索し、そのＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔの中にある
ＭＢＭＳ　ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｉｎｆｏから、無線端末１が該ＭＢＭＳサービスにジ
ョインしたことを認識し、その時点における無線端末１の状態で無線上の共通チャネルを
受信することができないと判定すると、個別チャネルでＭＢＭＳ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉ
ｏｎメッセージを送信し、もうすぐ、ＭＢＭＳサービスのコンテンツデータの転送が開始
されることを通知する。
【０１２３】
　無線上の共通チャネルで送信されたＭＢＭＳ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎメッセージに
対して応答してきた無線端末の数がなお閾値を超えず、ＰｔＭ方式で転送する条件を満た
さない場合、ターゲット無線基地局制御局３ｂはＰｔＰ方式でＭＢＭＳサービスのコンテ
ンツデータを転送する（図８のｃ１７，ｃ１８）。
【０１２４】
　本実施例では、ターゲット無線基地局制御局３ｂがＰｔＰ方式でＭＢＭＳサービスのコ
ンテンツデータを転送することとし、ターゲット無線基地局制御局３ｂはメモリに記憶し
てあるＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔの中にあるＭＢＭＳ　ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔから、無線端末
１が該ＭＢＭＳサービスにジョインしたことを認識しているので、無線端末１に対してＭ
ＢＭＳサービスのコンテンツデータを個別チャネルで転送することができる。
【０１２５】
　図９は本発明の第４の実施例によるリロケーション手順中にＭＢＭＳサービスの関連情
報の転送を行う動作を示すシーケンスチャートである。本発明の第４の実施例による移動
体通信システムは図１に示す本発明の第１の実施例による移動体通信システムと同様の構
成となっており、ＭＢＭＳサービスの関連情報の転送動作が異なる以外は本発明の第１の
実施例による移動体通信システムと同様の動作である。これら図１～図５と図９とを参照
して本発明の第４の実施例によるリロケーション手順中にＭＢＭＳサービス関連情報の転
送を行う動作について説明する。
【０１２６】
　本実施例では、図６に示すように、ソース無線基地局制御局３ａが無線端末１がジョイ
ンしたＭＢＭＳサービスの関連情報をＳＧＳＮ４経由のＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕ
ｉｒｅｄメッセージに設定しない代わりに、図９に示すように、ＳＧＳＮ４がターゲット
無線基地局制御局３ｂにＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージを送信する時
に、無線端末１がジョインしたＭＢＭＳサービスの関連情報を設定している。尚、無線端
末１がジョインしたＭＢＭＳサービスの関連情報はＳＧＳＮ４にて予め取得されている。
【０１２７】
　無線端末１がソース無線基地局制御局３ａを通じて、ネットワークと通信中（図２参照
）に、ＭＢＭＳサービスにジョインすると、ソース無線基地局制御局３ａは無線端末１が
ジョインしたＭＢＭＳサービスの関連情報をメモリに記憶する（図９のｄ１）。尚、無線
端末１がＭＢＭＳサービスにジョインする場合には、図１のＭＢＭＳ制御装置７にジョイ
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ンすることとなる。
【０１２８】
　無線端末１がソース無線基地局制御局３ａのエリアＡからターゲット無線基地局制御局
３ｂのエリアＢに移動すると、ソース無線基地局制御局３ａはリロケーション手順ｄを実
行することを決める（図９のｄ２）。
【０１２９】
　ソース無線基地局制御局３ａはＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｉｒｅｄメッセージを
ＳＧＳＮ４に送信する（図９のｄ３）。ＳＧＳＮ４はＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｉ
ｒｅｄメッセージを受信すると、Ｒｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージに無
線端末１がジョインしたＭＢＭＳサービスの関連情報（ＭＢＭＳサービスＩＤ、ＩＰ　Ｍ
ｕｌｔｉｃａｓｔ　Ａｄｄｒｅｓｓ等）を設定し、ターゲット無線基地局制御局３ｂに送
信する（図９のｄ４）。
【０１３０】
　ターゲット無線基地局制御局３ｂは無線端末１との通信を行うための無線リソースを設
定し（図９のｄ５）、Ｒｅｌｏｃａｔｉｏｎ　ＲｅｑｕｅｓｔメッセージにあるＭＢＭＳ
サービスの関連情報（無線端末１がジョインしたＭＢＭＳサービスの関連情報）をメモリ
に記憶する（図９のｄ６）。
【０１３１】
　具体的に、ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ（図４）を生成すると同時に、ＭＢＭＳ　ＵＥ　Ｃｏ
ｎｔｅｘｔ　Ｉｎｆｏを作成し、無線端末１がジョインしたＭＢＭＳサービス関連情報を
記憶する。ＭＢＭＳサービス関連情報とは、ＭＢＭＳサービスＩＤ，ＩＰ　Ｍｕｌｔｉｃ
ａｓｔ　Ａｄｄｒｅｓｓ、ＡＰＮなどである。また、該ＭＢＭＳサービスに対応するＭＢ
ＭＳ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃｏｎｔｅｘｔが存在していないならば、生成し、ＭＢＭＳサー
ビスＩＤ，ＩＰ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ａｄｄｒｅｓｓ、ＡＰＮ、ＭＢＭＳ　ＲＡＢ　Ｉ
ｎｆｏ，及び該ＭＢＭＳサービスにジョインした無線端末１のＩＭＳＩをセルごとに記憶
する。
【０１３２】
　ターゲット無線基地局制御局３ｂはＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋｎ
ｏｗｌｅｄｇｅメッセージをＳＧＳＮ４に送信する（図９のｄ７）。ＳＧＳＮ４はソース
無線基地局制御局３ａにＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｍａｎｄメッセージを送信する　
（図９のｄ８）。
【０１３３】
　ソース無線基地局制御局３ａはＲｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｍａｎｄメッセージを受
信すると、Ｒｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｍｉｔメッセージをターゲット無線基地局制御
局３ｂに送信する（図９のｄ９）。ターゲット無線基地局制御局３ｂはＲｅｌｏｃａｔｉ
ｏｎ　Ｃｏｍｍｉｔメッセージを受信すると、Ｒｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｄｅｔｅｃｔメッ
セージをＳＧＳＮ４に送信し（図９のｄ１０）、ＲＡＮ　Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｉｎｆｏｍ
ａｔｉｏｎメッセージを無線端末１に送信する（図９のｄ１１）。
【０１３４】
　無線端末１はＲＡＮ　Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｉｎｆｏｍａｔｉｏｎメッセージを受信する
と、ＲＡＮ　Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｉｎｆｏｍａｔｉｏｎ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッセージを
ターゲット無線基地局制御局３ｂに送信する（図９のｄ１２）。
【０１３５】
　ターゲット無線基地局制御局３ｂはＲＡＮ　Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｉｎｆｏｍａｔｉｏｎ
　Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッセージを受信すると、Ｒｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅ
メッセージをＳＧＳＮ４に送信する（図９のｄ１３）。以上で、リロケーション手順ｄが
完了する。
【０１３６】
　その後、ＳＧＳＮ４からＭＢＭＳサービスのコンテンツデータの送信開始を意味するＳ
ｅｓｓｉｏｎ　Ｓｔａｒｔメッセージが送られてきた時（図９のｄ１４）、ターゲット無
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線基地局制御局３ｂは、通常、メモリに記憶しているＭＢＭＳ　Ｃｏｎｔｅｘｔの中にあ
るセル毎の無線端末リストから、該ＭＢＭＳサービスにジョインした無線端末の数を知り
、ＭＢＭＳサービスのコンテンツデータの転送をＰｔＰ方式及びＰｔＭ方式のいずれで行
うかを決める。
【０１３７】
　ターゲット無線基地局制御局３ｂは、もうすぐ、ＭＢＭＳサービスのコンテンツデータ
が転送されることを通知するために、ＭＢＭＳ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎメッセージを
無線上の共通チャネルで送信する（図９のｄ１５）。
【０１３８】
　さらに、ターゲット無線基地局制御局３ｂはメモリに記憶しているＭＢＭＳ　Ｓｅｒｖ
ｉｃｅ　Ｃｏｎｔｅｘｔの中にあるセル毎の無線端末リストのＩＭＳＩを使って、同メモ
リに記憶してあるＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔを検索し、そのＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔの中にある
ＭＢＭＳ　ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｉｎｆｏから、無線端末１が該ＭＢＭＳサービスにジ
ョインしたことを認識し、その時点における無線端末１の状態で無線上の共通チャネルを
受信することができないと判定すると、個別チャネルでＭＢＭＳ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉ
ｏｎメッセージを送信し、もうすぐ、ＭＢＭＳサービスのコンテンツデータの転送が開始
されることを通知する。
【０１３９】
　無線上の共通チャネルで送信されたＭＢＭＳ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎメッセージに
対して応答してきた無線端末の数がなお閾値を超えず、ＰｔＭ方式で転送する条件を満た
さない場合、ターゲット無線基地局制御局３ｂはＰｔＰ方式でＭＢＭＳサービスのコンテ
ンツデータを転送する（図９のｄ１６，ｄ１７）。
【０１４０】
　本実施例では、ターゲット無線基地局制御局３ｂがＰｔＰ方式でＭＢＭＳサービスのコ
ンテンツデータを転送することとし、ターゲット無線基地局制御局３ｂはメモリに記憶し
てあるＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔの中にあるＭＢＭＳ　ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔから、無線端末
１が該ＭＢＭＳサービスにジョインしたことを認識しているので、無線端末１に対してＭ
ＢＭＳサービスのコンテンツデータを個別チャネルで転送することができる。
【０１４１】
　このように、本発明では、ソース無線基地局制御局３ａがリロケーション実行時に、無
線端末１がジョインしたＭＢＭＳサービスの関連情報をターゲット無線基地局制御局３ｂ
に転送することによって、ターゲット無線基地局制御局３ｂが正確にＰｔＰ方式かＰｔＭ
方式かを決めることができるだけでなく、ターゲット無線基地局制御局３ｂが無線端末１
に個別チャネルでＭＢＭＳ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎメッセージを送信し、もうすぐ、
ＭＢＭＳサービスのコンテンツデータの転送が開始されることを通知することができる。
また、ターゲット無線基地局制御局３ｂがＰｔＰ方式と決める場合でも、無線端末１にＭ
ＢＭＳサービスのコンテンツデータを転送することができる。
【０１４２】
　その理由として、リロケーション中に、無線端末１がジョインしたＭＢＭＳサービスの
関連情報がターゲット無線基地局制御局３ｂに転送されるため、ターゲット無線基地局制
御局３ｂがＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔの中にあるＭＢＭＳ　ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔとして記憶
することができ、後にＳＧＳＮ４からＳｅｓｓｉｏｎ　Ｓｔａｒｔメッセージを受信した
時、ＭＢＭＳ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　ＣｏｎｔｅｘｔからＭＢＭＳサービスにジョインした無
線端末の数を正確に知ることができ、後にＭＢＭＳサービスのコンテンツデータを転送す
る方式としてＰｔＰ方式かＰｔＭ方式かを正確に決めることができる。
【０１４３】
　また、ターゲット無線基地局制御局３ｂはもうすぐ、ＭＢＭＳサービスのコンテンツデ
ータが転送されることを通知するために、ＭＢＭＳ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎメッセー
ジを無線上の共通チャネルで送信するが、ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔの中にあるＭＢＭＳ　Ｕ
Ｅ　Ｃｏｎｔｅｘｔから、無線端末１が該ＭＢＭＳサービスにジョインしたことを知り、
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ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔから無線端末１の状態に応じて、無線端末１が無線上の共通チャネ
ルを受信できない状態であれば、個別チャネルでＭＢＭＳ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎメ
ッセージを送信し、もうすぐ、ＭＢＭＳサービスのコンテンツデータの転送が開始される
ことを通知することができる。
【０１４４】
　さらに、ターゲット無線基地局制御局３ｂは、ＰｔＰ方式と決める場合、ＵＥ　Ｃｏｎ
ｔｅｘｔの中にあるＭＢＭＳ　ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔから、無線端末１が該ＭＢＭＳサー
ビスにジョインしたことを知り、無線端末１に対して個別チャネルでＭＢＭＳサービスの
コンテンツデータを転送することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１４５】
【図１】本発明の第１の実施例による移動体通信システムの構成を示すブロック図である
。
【図２】図１の無線端末がソース無線基地局制御局と通信している状態（リロケーション
前の状態）を示す図である。
【図３】図１の無線端末がターゲット無線基地局制御局と通信している状態（リロケーシ
ョン後の状態）を示す図である。
【図４】図１の無線基地局制御局におけるＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔを示す図である。
【図５】図１の無線基地局制御局におけるＭＢＭＳ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃｏｎｔｅｘｔを
示す図である。
【図６】本発明の第１の実施例によるリロケーション手順中にＭＢＭＳサービスの関連情
報の転送を行う動作を示すシーケンスチャートである。
【図７】本発明の第２の実施例によるリロケーション手順中にＭＢＭＳサービスの関連情
報の転送を行う動作を示すシーケンスチャートである。
【図８】本発明の第３の実施例によるリロケーション手順中にＭＢＭＳサービスの関連情
報の転送を行う動作を示すシーケンスチャートである。
【図９】本発明の第４の実施例によるリロケーション手順中にＭＢＭＳサービスの関連情
報の転送を行う動作を示すシーケンスチャートである。
【図１０】ＭＢＭＳにおける制御シーケンスを示すシーケンスチャートである。
【図１１】リロケーション手順の実行時の制御シーケンスを示すシーケンスチャートであ
る。
【符号の説明】
【０１４６】
　　　　　　　　　　　１　無線端末
　２，２ａ－１～２ａ－４，
　　　２ｂ－１～２ｂ－４　無線基地局
　　　　　　　　　　　３　無線基地局制御局
　　　　　　　　　　３ａ　ソース無線基地局制御局
　　　　　　　　　　３ｂ　ターゲット無線基地局制御局
　　　　　　　　　　　４　ＳＧＳＮ
　　　　　　　　　　　５　ＨＬＲ
　　　　　　　　　　　６　ＧＧＳＮ
　　　　　　　　　　　７　ＭＢＭＳ制御装置
　　　　　　　　　８，９　コンテンツサーバ
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